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講演会・例会のご案内

（ 11 月 10 日～ 1 月 9 日）

※最新の情報はホームページで逐次更新していますので、ご確認ください。
※お願い：1月10日～3月9日迄の講演会例会等が決まれば、11月25日迄に業務1課(098-888-0087)へご一報下さい。
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11/12
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会
(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会
②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、

    15)0.5単位

②1)0.5単位、

    73)0.5単位

沖縄腎フォーラム
松原　隆
098-851-3077
参加費 なし

講演会・例会のご案内(11月10日～1月9日)

開催日 場所 名称 講師 CC 問合せ先

参加費

発熱

カリキュラムコード(略称：ＣＣ）

相補・代替医療（漢方医療を含む）

生活習慣
終末期のケア
在宅医療
気管支喘息

排尿障害（尿失禁・排尿困難）

肉眼的血尿

乏尿・尿閉

慢性疾患・複合疾患の管理

11/22
（金）

19：00

沖縄県医師会館 令和元年度かかりつけ医等心の
健康対応力向上研修
(日医生涯教育講座)
①沖縄県における飲酒問題と
    琉球病院での取り組み
②アルコールとうつ、自殺～
    「死のトライアングル」

    を防ぐために

①中井　美紀(独立行政法人国立

    病院機構琉球病院精神科医長)
②松本　俊彦(国立研究開発法人

    国立精神・神経医療研究セン

    ター精神保健研究所薬物依存

    研究部部長/病院薬物依存症

    センターセンター長)

①11)0.5単位、

    73)0.5単位

②5)0.5単位、

    70)0.5単位

沖縄県立総合精神保健福
祉センター
與那原　陽子
098-888-1443
参加費 なし

12/10
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会
(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会
②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、

    15)0.5単位

②1)0.5単位、

    73)0.5単位

沖縄腎フォーラム
松原　隆
098-851-3077
参加費 なし

12/18
（水）

19：30

N.B.C日本ブライ
ダルセンター

平成31年度がん検診充実強化
促進事業　がん検診実地気管実
態調査報告会
(日医生涯教育講座)
令和元年度沖縄県がん検診実地
機関の実態調査結果報告につい
て

髙橋　宏和　他1名(国立がん研究セン

ター室長　他1施設)
4)0.5単位、

7)0.5単位、

11)0.5単位

沖縄県医師会
上原　あさひ
098-888-0087
参加費 なし

12/19
（木）

19：30

沖縄県医師会館 平成31年度がん検診充実強化
促進事業　がん検診実地気管実
態調査報告会
(日医生涯教育講座)
令和元年度沖縄県がん検診実地
機関の実態調査結果報告につい
て

髙橋　宏和　他1名(国立がん研究セ

ンター室長　他1施設)
4)0.5単位、

7)0.5単位、

12)0.5単位

沖縄県医師会
上原　あさひ
098-888-0087
参加費 なし
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　リレー・フォー・ライフ（RFL）はがん患者
さんやそのご家族を支援し、地域全体でがんと
向き合い、がん征圧をめざすチャリティー活動
です。1985 年一人の医師がトラックで 24 時間走
り続け、アメリカ対がん協会への寄付を募りま
した。「がん患者は 24 時間、がんと向き合って
いる」という想いは広がり、現在世界約30ヶ国、
約4,500ヵ所で開催され、日本でも約 50ヶ所で開
催されています。沖縄では 5 年前から浦添市の
てだこ広場で浦添市共催のもとに毎年11月中旬
に開催されてます。沖縄県医師会にも毎年後援
していただいており、心から感謝申し上げます。
　この RFL のイベントの主旨は、Save Lives
を使命とし、がんの告知を乗り越え、①生きて
いることを祝福し（祝う Celebrate）、②旅立っ
た愛する人たちをしのび（しのぶ Remember）、
③がんに負けない社会を作る（立ち向かう Fight 
Back）ことをめざすことです。サバイバー（治
療中のがん患者さんやがん経験者）とケアギバー

（家族や遺族、医療者を含む支援者）が垣根を外
して語り合います。会場内のウォーキングコー
スではチーム参加した仲間でタスキをつなぎ、
夜通し歩きます。また患者団体、医療機関など
がテントブースを作り、家族連れで楽しく遊び

情報交換ができる場を作っています。医療講演
会を行なったり、コンサートやダンスなどで盛
り上げたりもします。日暮れ時は、「エンプティー
テーブル」という誰もいない椅子とテーブルを囲
み「朗読」と音楽演奏で、旅立った人を偲びま
す。夜はルミナリエというメッセージが書かれた
キャンドルの光の中を歩きます。体と心をリフ
レッシュする「歩くマインドフルネス瞑想」、医
師の男性合唱チーム「Docs ROSES」によるコー
ラス、翌朝には「朝ヨガ」もあります。2 日目の
正午にはフィナーレをむかえ、エイサーのリズ
ムの中で会場の参加者・関係者全員で、明日へ
の希望に向かって歩みます。
　医師会の先生方にはご多大なご支援をいただ
いておりますが、少しの時間、会場に足を運ん
で（参加費1,000円が募金になります）覗いて
いただければ、そしてなにより、この RFL を
見にいくことを先生からがん患者さんやご家族
にそっと勧めていただければ幸甚です。一人で
悩む患者さんにとって、同じ思いをもつ仲間の
存在と信頼する先生からの思いやりのある言葉
がなにより一番の励ましになるからです。よろ
しくご支援ください。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2019 沖縄うらそえ
～語り合い・分かち愛・支え愛　ちむぐくる沖縄～

笹良　剛史RFL ジャパン 2019 沖縄うらそえ 実行委員
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医師年金 HP のトップ
ページの「保険料」及び

「受給年金」からシミュ
レーションが可能です。

必要な情報を入力し、
「計算開始」のボタンを
クリック。

－ 72（1142）－
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シミュレーション結
果が分かり易く表示
されます。

－ 73（1143）－
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令和元年度 産業医研修会案内 

 
 令和元年度みだし研修会を別紙要領により開催することに致しましたので、

ご案内申し上げます。 
 つきましては、研修会への受講を希望する場合には、別紙開催日程をご確認

の上、下記により FAX(098-888-0089)でお申し込み下さい。 

研修会参加申込票 

参加希望の研修番号に○印を付けてください。 

申込み研修番号 A ・ B ・ C ・ D ・ E ・ F ・ G ・ H 

参加申込者 

氏名： 

氏名： 

氏名： 

氏名： 

施設名  

ＴＥＬ  

認定区分 認定医  ・  未認定医 

※申込後にキャンセルする場合は、お早めにご連絡くださいますようお願い申し上げます。特

に実地研修については、定員に達した場合、キャンセル待ちが発生することもございますので

ご協力のほどお願い致します。 

 沖縄県医師会事務局 業務 1 課 久場 
（TEL.098-888-0087 FAX.098-888-0089）  

－ 74（1144）－
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令和元年度沖縄県医師会産業医研修会実施計画

申込み
研修番号 研修会名 日　時 場　所 カリキュラム

（付与単位数） 講師名 講師所属 研修タイトル

終
了

基礎研修
（前期のみ）

4月18日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
2階会議室2

（1）作業管理（2単位） 
（2） 健康保持増進 

（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）清水　隆裕

（1） 琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2） ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1） 過重労働対策として
の作業管理の進め方

（2） 産業医として診る健
康診断

終
了

基礎研修 
（前期のみ）

5月16日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
2階会議室2

（1） 産業医活動の実際 
（2単位）

（2） 有害業務管理 
（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）伊志嶺　隆

（1） 琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2） 伊志嶺整形外科院長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1） 産業医活動実施に向
けての留意点

（2） 産業医が知っておく
べき有害業務管理

終 
了

基礎（後期）、 
生涯

（更新・専門）

6月13日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1） 労働衛生管理体制
（総括管理） 
（2単位）

（2） 労働衛生関係法規
と関係通達の改正 

（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）加藤　浩司

（1） 琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2） 加藤社会保険労務士
事務所

（1） 労働衛生管理体制の
構築に向けて、産業
医としてどのように
係わるか？

（2） 関係法規及び通達を
読み解き、背景を含
めて改正の動向につ
いて理解を深める

終 
了

基礎（実地）、
生涯（実地）

7月4日（木） 
18:30～

21:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1） メンタルヘルス 
対策（3単位）

（1）山本　和儀 （1） 山本クリニック 院長・
沖縄産業保健総合支
援センターメンタル
ヘルス相談員

（1） ストレスチェックに
おける産業医の面接
指導とその後の展開
※定員 60 名

終 
了

基礎（後期）、
生涯（専門）

8月3日（土） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1） 健康管理（2単位）
（2） 作業管理（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）清水　隆裕

（1） 琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2） ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1） 産業医としての健康
管理のミニマム・リ
クワイアメント

（2） 作業管理とは労働時
間と作業時間に注目
して

終 
了

基礎（後期）、 
生涯（専門）

9月12日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1） 有害業務管理 
（2単位）

（2） 労働衛生教育 
（2単位）

（1）青木　一雄 
（2）清水　隆裕

（1） 琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2） ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1） 有害業務による健康
障害の防止～労働衛
生の原点から化学物
質のリスクアセスメ
ントに向けて～

（2） 労働衛生教育の対象
と実際

終 
了

基礎（後期）、 
生涯 

（更新・専門）

10月10日（木） 
18:30～

22:30

沖縄県医師会館 
3階ホール

（1） 労働衛生関係法規
と関係通達の改正 

（2単位）
（2） メンタルヘルス 

対策（2単位）

（1）加藤　浩司 
（2）山本　和儀

（1） 加藤社会保険労務士
事務所

（2） 山本クリニック 院
長・沖縄産業保健総
合支援センターメン
タルヘルス相談員

（1） 関係法規及び通達を
読み解き、背景を含
めて改正の動向につ
いて理解を深める

（2） 働き方改革の時代の
産業医の役割

H
基礎（実地）、 
生涯（実地）

11月9日（土） 
18:30～

21:30

沖縄県医師会館 （1） 職場巡視と討論 
（3単位）

（1）伊志嶺　隆 （1） 伊志嶺整形外科院長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1） バーチャル職場巡視
と討論

※単位制の研修につき、時間厳守でお願いします。遅刻や途中退室は単位認定ができませんのでご注意ください。
※上記研修会は日本医師会へ申請中です。場所、研修タイトル等が変更になる場合がありますのでご注意ください。
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2019年度（後期）産業保健研修会予定表 

 
 沖縄産業保健総合支援センターでは、事業場の産業保健担当者等に対して産業保健に関する基礎的又は専門的・実践的な研修

会を開催しています。 
 参加ご希望の方は、下欄「申込書」に記載の上、この用紙で（ＦＡＸ：098-859-6176)お申し込み下さい） 
 当センターホームページにも研修会の案内を掲載しておりますので、ご参照下さい。（https://www.okinawas.johas.go.jp） 
※なお、「定員」に達した場合は受付を終了させていただくことがあります。ご了承ください。詳しくは当センターホームページ

でご確認下さい。 
※申込みの際にご記入いただいた個人情報は、本研修会における参加名簿作成のために使用するほか、当センターが行う研修・

セミナー等の御案内に使用させていただくことがあります。また、「かわら版」の研修予定以外に研修会を開催することがござい

ますのでホームページをご覧下さい。 
問合せ先：沖縄産業保健総合支援センター / 〒901-0152 那覇市字小禄 1831-1（2 階） / TEL.098-859-6175 / FAX.098-859-6176 
 

産業医研修 (生涯研修２単位：「産業医学研修手帳（Ⅱ）」をご持参ください。） 
研修会 

番号 
日時 

研修 

時間 
研修テーマ 内容 講師 会場 

40 11/19 
(火) 

18:30- 
20:30 

職場における発達障害を有
する人への合理的配慮につ
いて（生涯専門） 

発達障害を有する人への合理的配慮について、皆で考えま
しょう。 

国吉直美 
（産業医） 303 

41 11/27
(水) 

18:30- 
20:30 

産業医学メンタルヘルス・
ストレスチェック事例検討
会（２）（生涯実地） 

ストレスチェック及びメンタルヘルス対策に関連した企業
及び個別の事例について検討することを通して、実践的な
問題解決法を学びます。 

山本和儀 
（産業医） 303 

42 12/4 
(水) 

18:30- 
20:30 

職場巡視の実際２（生涯実
地） 

職場巡視の役割・ポイント等をまとめ、画像により、事業場
内の安全衛生面の問題点をみつけ、その解決方法を共に検
討します。 

崎間敦 
（産業医） 303 

43 12/9 
(月) 

18:30- 
20:30 

石綿関連疾患診断技術研修
（生涯実地） 

石綿関連疾患に係る診断について、石綿に関する一般的知
識、職域における石綿ばく露、石綿ばく露の把握方法、石綿
関連疾患の診断病態、診断及び労災補償制度等について説
明します。 

岸本卓巳 
（岡山労災

病院） 
304 

44 12/10 
(火) 

18:30- 
20:30 

治 療 と 仕 事 の 両 立 支 援 
（生涯専門） 

治療と仕事の両立支援について、「ガイドライン」を踏まえ、
サポートにあたる主治医、産業医等の役割や関わり方につ
いて説明します。 

産保ｾﾝﾀｰ 306 

45 12/19 
(木) 

18:30- 
20:30 

企業における安全配慮義務
（生涯更新） 

企業が社員に対する安全配慮義務（過重労働、パワハラ・セ
クハラなど）について、最新の事例をもとに企業の対応策に
ついて検討してまいります。 

平良卓也 
（弁護士） 307 

46 1/17 
(金) 

18:30- 
20:30 

産業医を対象としたメンタ
ルヘルスの関わり方（生涯
専門） 

副題：「『こころの立体モデル』マインドの構造について」 
内容：メンタルを支えるマインドの構造を立体的に解釈し、
産業医としての PEG（patient evaluation grid)の見立てか
ら全人的ケアを目指す方法論を開設します。 

岡野寛 
（産業医） 304 

47 1/23 
(木) 

18:30- 
20:30 

ハラスメントとメンタルヘ
ルス（生涯実地） 

パワハラが原因でメンタル不調になり休職になるケースが
少なからずみられます。事例も交えながらハラスメント対
策を考えます。 

伊志嶺隆 
（産業医） 303 

48 2/6 
(木) 

18:30- 
20:30 

働き方改革における関連法
（生涯更新） 

2019 年 4 月 1 日から働き方改革関連法が施行されました。
働き方改革関連法パワーハラスメント対策の内容につい
て、説明します。 

前里久誌 
（社労士） 304 

49 2/21 
(金) 

18:30- 
20:30 

産業医を対象としたメンタ
ルヘルスの関わり方（生涯
専門） 

副題：「『こころの立体モデル』マインドの構造について」 
内容：メンタルを支えるマインドの構造を立体的に解釈し、
産業医としての PEG（patient evaluation grid)の見立てか
ら全人的ケアを目指す方法論を開設します。 

岡野寛 
（産業医） 304 

 
※研修会番号「43」についてのお知らせ（今年度沖縄において特別の開催となります） 
 内容：石綿に関する一般的知識や石綿による疾病の労災補償制度等(基礎研修） 
 対象：呼吸器系の疾患を取り扱う医師や産業医等（ https://www.research.johas.go.jp/asbestokenshu/ ） 
 定員 : 40 名（講師：アスベスト疾患研究・研修センター長 岸本卓巳（岡山労災病院）） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

申込書(FAX:098-859-6176） ※キャンセルの場合は必ずご連絡下さい 

開催場所 沖縄産業支援センター3 階会議室 
研修会番号 

 

ふりがな 
氏名 

 

所属機関 
（事業場名） 

 
所属部署 

 

職種 
1.産業医  2.産業看護職（保健師・看護師）  3.衛生管理者  4..人事・労務・安全衛生担当者  5.事業主  6.労働者 
7.その他（              ） 

電話番号 (FAX) メルマガ配信の希望の有無 有(              )・無 
 

－ 76（1146）－
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申込み日

診療科目

ＦＡＸ

メモ欄

連絡先

沖縄県医師会業務1課(久場)

ＴＥＬ：０９８－８８８－００８７

ＦＡＸ：０９８－８８８－００８９

令和　　　年　　　月　　　日　（　　　）

ストレスチェック後の高ストレス者
に対する面接指導について

　①　実施可能　　　②実施不可　　　　③要相談

嘱託産業医活動情報書

産業医氏名
　

医療機関名
　

沖縄県医師会では、事業場からの産業医紹介依頼に対応するため、産業医としての契約を希望されている
先生方の情報を取りまとめたいと考えております。ご協力いただける方は下記事項に記入いただき提出を
お願い致します。
※事業場との契約内容（報酬等）については、事業主と産業医の相談により決定となります。

事業所規模
　従業員数

　①５０人～９９人　②１００人～１４９人　③１５０人以上

住　　　所

電話番号
　　

メールアドレス

ストレスチェックの実施者になる
ことについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

業種について
　①建設業　②製造業　③運送業　④サービス業

　⑤ＩＴ業　⑥その他（　　　　　　　　　　　）

　嘱託産業医を受託する際のご希望をお聞かせ下さい。

項　　目 　ご　希　望　条　件

実施可能件数 　1件　　・2件　　・3件　　・4件　　・5件以上

ストレスチェックの共同実施者に
なることについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

地区医師会との情報共有 　①　許可する　　　　　　②許可しない

病院から事業所までの所要
時間（片道）

　①30分程度　②45分程度　③1時間程度　　④時間は気にしない

事業所への訪問、実施曜日
(事業所訪問は基本月1回)

　①企業の都合に合わせる　②双方相談のうえ調整

(　)に第何週か記入下さい 　①第（　）水曜日　②第（　）木曜日　③第（　）土曜日

－ 77（1147）－
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2019 年度沖縄県医師会災害医療研修プログラム 

 

 沖縄県医師会では、東日本大震災や熊本地震等の教訓を活かし、次の大規模災害に備え

た姿勢の整備として、平成 26 年度より災害医療研修プログラムを実施しております。 
 2019 年度の開催プログラム（一部未定あり）が決定いたしましたのでお知らせいたします。 
 各コースへの受講申込は、下記により FAX（098-888-0089）にてお申込みください。 
 

No 日時 プログラム（案） 研修形態 

終了 
7 月 20 日（土） 
15:00-17:00 

地域医療本部の立ち上げと運営 講義＋図上 

終了 
9 月 5 日（木） 
19:30-21:00 

J-SPEED、EMIS の入力 講義＋演習 

3 
10 月 17 日（木） 

19:30-21:00 
メンタルヘルス・DPAT 講義 

4 
10 月 31 日（木） 

19:30-21:00 
医療救護所の運営と巡回診療 講義 

5 
12 月 5 日（木） 
19:30-21:00 

公衆衛生（DHEAT の視点から） 講義 

 会場は、沖縄県医師会館 3 階ホールを予定しております。 
 

参加申込票 
 
 FAX:098-888-0089 参加希望の研修番号に○印を付け、お申込みください。 

申込番号 １   ・   ２   ・   ３   ・   ４   ・   ５ 

施設名  

氏名 医師・看護師・業務調整員・その他 

 

－ 78（1148）－
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 ご承知のとおり、改正医療法において、医療機関の勤務環境改善が各医療機関の努力義務として位置づけ

られたことに伴い、沖縄県医師会（沖縄県医療勤務環境改善支援センター）では、平成 27 年度よりみだし

セミナーを開催しておりますが、今年度も引き続き、職場環境改善に必要な知識の習得・啓発に向けたセミ

ナーを下記のとおり開催いたします。本セミナーでは、終了後、医療機関からの無料相談会も実施しており

ます。 
 参加ご希望の方は、各セミナー番号に○印を付け、必要事項を記載の上、FAX（098-888-0089）にて各日

程の 2 週間前までにお申し込み下さい。 

 日時 時間 プログラム 

終
了

6 月 10 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「平成 31年度 働き方税制を活用して進める医療機関の勤務環境改善」 

（働き方改革関連法施行に伴う企画 1回目）」 

講師：県担当者、名城 志奈（アドバイザー社労士） 

終
了

7 月 22 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「働き方改革に伴う法改正の実務 ～年次有給休暇について」 

（働き方改革関連法施行に伴う企画 ２回目）」 

講師：比嘉 太（アドバイザー社労士） 

終
了

8 月 5 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「働き方改革に伴う法改正の実務 ～残業規制について」 

（働き方改革関連法施行に伴う企画 ３回目）」 

講師：村上 礼子（アドバイザー社労士） 

終
了

9 月 9 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「ＰＤＣＡで進める、医療機関の勤務環境改善の実践」 

内容：ワーク・ライフ・バランス推進リーダーに役立つ事例とワークショップ 

  講師：青山 喜佐子（アドバイザー社労士） 

終
了

10 月 21 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「ここがポイント、平成 31年度の助成金をまるっと紹介」傾向と対策 

  講師：名城 志奈（社会保険労務士） 

11 月 11 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「働き方改革をすすめるための労務管理のポイント！（仮）」  

内容：医療機関における働き方改革を進める際の課題について 

     最新の情報提供を行います 

 セミナー対象者は、労務管理者、または今後そうした立場になる可能性のある方、職場環境改善に

関わる方などを含みます。申込が複数いる場合はコピーをご利用下さい。 
 セミナー開催場所は、沖縄県医師会館（南風原町字新川 218-9）で開催いたします。 

 
参加希望の研修番号に○印を付けてください。   

申込番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

施設名  

職氏名  

 

参加申込票 

沖縄県医師会事務局

沖縄県医療勤務環境改善支援センター 久場

TEL: 098-888-0087 FAX: 098-888-0089 

労務管理者向け勤務環境改善セミナー開催のお知らせ  

－ 81（1151）－
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沖縄県医師会報投稿規定
沖縄県医師会報
投稿規定

 生涯教育／プライマリ・ケアー 
◯字数制限

生涯教育 6,000 字以内とし、冒頭に 400 字程度の要旨をつけて下さい。
プライマリ・ケアー 2,500 字以内

（図表 1 枚を 400 文字数に換算する必要がある）
◯内 容

生涯教育は、原則学術・実地医家にとって有用性の高い総説論文
プライマリ・ケアーは、病診連携、病病連携等に資していただけるような、日常的な症状に関するミニレクチャー
的な内容。

○原稿の書き方
①原稿はできるだけ Word、Excel、PowerPoint にて作成して下さい。
②原則として常用漢字、現代かな使い、算用数字を使用して下さい。
③図、表、写真の挿入場所を文中に指定して下さい。
④図表にはタイトルをつけてください。
⑤ 写真、図、表は原則として 10 枚以内とし、そのまま製版出来る鮮明なもので、特に写真は明瞭なものでご提

出下さい。
⑥ 人を対象とした研究については、ヘルシンキ宣言を遵守したものであること、また症例を提示する際（症例

報告）は、患者さんのプライバシーの保護やインフォームドコンセントなどに関する倫理的な問題に十分配
慮されていること。

　個人が特定され得る疾病に関しては、本人の同意を得るようご配慮下さい。
○文 献

引用文献は最小限度（原則として 10 以内）とし、論文中にでてくる順に番号をつけ、末尾に以下の形式で一括
して下さい。本文中には，引用部の右肩に 1）2）3）…の番号を付してください。引用の図表は出典を明記し
て下さい。
著者は複数の場合は筆頭者 , 他で記入下さい。
引用文献の記載項目並びに順序

○雑誌の場合
著者名：論文題名．雑誌名　発行年；巻： ページ．
Ahonkhai VL, et al : Failure of pneumococcal vaccine in children with sickle-cell disease. N Engl J Med 1979 ;  
301 : 26-27.
○単行本の場合
著者名：書名．（版数），発行所，発行所の所在地，発行年；引用ページ．
Koch FC, et al : Practical Methods in Biochemistry. 2nd ed, William Willkins, Baltimore, 1948 ; 212（or 212-
215）.
○シリーズなど
執筆者名：執筆部分題名．編者名，シリーズ 名，巻数，発行所，発行地，発行年；引用ページ．
Kovec A : The liver and spleen. ed Bolinger RE, In Guide to Diagnostic Imaging, vol 1, Medical Examination 
Publishing Co Inc, New York, 1982 ; 123-140.
○ウェブサイトの場合
執筆者名（編者名）：サイト名．URL（最終閲覧日）
運動器の 10 年・日本協会：学校での運動器検診の手引き．http://www.bjd-jp.org/medicalexamination/
guide_0.html（2016 年 8 月 16 日閲覧）

 月間（週間）行事お知らせ 
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：医療関係の行事等について

 発言席 
◯字数制限：2,500 字以内
○内　　容：会員の先生方のご意見や主張等

 勤務医 / 臨床研修医 
◯字数制限：勤務医 2,000 字以内、臨床研修医 1,500 字以内
○内　　容：勤務医・臨床医の先生方からのご意見・ご要望

沖縄医報　Vol.55  No.11 2019
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 地区医師会 
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各地区医師会の活動状況
　　　　　　 （例：テレビ番組やラジオ番組の放映、かかりつけ医推進事業等の厚労省モデル事業や独自の院内　

活動等）

 若　手 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：今後の進路を決める先生方へのアドバイス等について（若手医師への提言、日常診療のコツ、開　
　　　　　　業顛末記等）

 随筆 / 新春干支随筆 / 緑陰随筆 
◯字数制限：随筆 2,500 字以内、新春干支随筆・緑陰随筆 1,500 字以内
○内　　容：日常診療のエピソード、青春の思い出、一枚の写真、趣味などの他、紀行文、特技書評、新年の　
　　　　　　抱負など

 本の紹介 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：感動した、生き方が変わった、診療が変わった、 新たに真実を知った本等々、会員の皆様の座右の　
　　　　　　本の紹介

 いきいきグループ紹介 
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各研究会、スポーツ同好会や摸合等の活動紹介

 身近な闘病記 
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：ご自身又はご家族の病気療養の経験談について

 追悼文 
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：お亡くなりになられた先生への追悼

 広　告 
○沖縄県医師会報の品位、及び体制を損なわぬものとし、採否については広報委員会で審議のうえ決定する。

投稿の方法
1. 会報への投稿の第一執筆者は、原則として沖縄県医師会会員であること。
2. 原稿には題名、氏名、勤務先 ( 所属 ) を明記して下さい。
3. 図・表・写真は原則モノクロ掲載とし、カラーの場合は実費をご負担願います。
4. 送付方法は出来ましたらメール送信又はＣＤ - Ｒ等での送付をお願いします。
5. 同一会員の原稿掲載回数は、1 期（4 ～ 7 月号）、2 期（8 ～ 11 月号）、3 期（12 ～ 3 月号）の各期ごとに 1 編のみ。
6. 写真の解像度は 350 以上でお願いします。表紙写真に関しては、会員本人撮影のものとする。
7. 掲載の採否は広報委員会で決定し、内容によっては原稿の修正等をお願いする事があります。

著作権
本誌並びにホームページに掲載される著作物の著作権は沖縄県医師会に帰属します。

送付先・問い合わせ先
沖縄県医師会 庶務課
〒 901-1105 南風原町新川 218-9
TEL：098-888-0087　FAX：098-888-0089
E-mail：kaihou@ml.okinawa.med.or.jp

平成 29 年 7 月 1 日より
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会総会、報告（九州医師会）は第 63 回九州ブ
ロック学校保健・学校医大会並びに令和元年度
九州学校検診協議会（年次大会）「地域で取り
組む健康教育～どうするがん教育　学校医のア
プローチ～」、九州医師会連合会第 378 回常任
委員会、九州医師会連合会第 379 回常任委員会、
九州医師会連合会第 117 回定例委員総会です。
毎回これら報告の全文を通読される方は多くな
いと思われますが、印象記にそのエッセンスを
報告して頂いています。ぜひご一読下さい。

　生涯教育コーナーは上部尿路結石に対する経
尿道的尿路結石砕石術について、プライマリ・
ケアコーナーはアルカリ誤嚥後食道粘膜障害に
対するトリアムシノロンによる食道狭窄の予防
効果を解説されています。インタビューコー
ナーは沖縄県公認心理師協会会長平安良次氏で
す。わが国初の心理職の国家資格がスタートし
ました。今後の活躍が期待されています。本誌
の中でも随筆を毎回楽しみされている会員も多
いのではないでしょうか。今回も外間政利先生、
宮平工先生からは趣味のお話が、屋良さとみ先
生からは琉大での医学教育のお話を寄稿してい
ただきました。

　9 月にスタートした第 4 次安倍第 2 次改造内
閣で、日本医師会が推薦する自見はなこ参議院
議員が厚生労働大臣政務官に就任されました。
政府が働き方改革を推し進める中、厚労省も医
師の働き方改革のような大きな問題は楽しく、

「クールで、セクシーに」取り組んで頂けない
ものでしょうか。ご活躍を期待しています。

広報委員　出口 宝

　7 月 1 日に労働基準局長通達で「医師の研鑽
に係る労働時間についての考え方について」が
出されました。医師もまずは労働者であること
の認識が求められています。まだ馴染めない部
分もありますが、これからの時代には遵守して
いかなければなりません。そのようななか、先
日、標準脳外科学第 14 版（2017 年）を開く機
会がありました。その序文には「自己犠牲を厭
わぬ気概と恩返しの気持ちを兼ね備えた医師で
あって欲しい」とあり、「今後の医学・医療は
予測を遥かに超えた進歩・発展を遂げ大きく変
貌していくであろう。しかし患者さんや人間社
会に対する医師としての基本姿勢や医学・医療
の原理・原則は変わらないはずである」と記さ
れていました。思わず目が止まり、その第 15
章「臨床医学の実習・研修の手引き」を見ると、
医師に求められる人間像として使命感・志・報
恩、仁・誠、品性・人格・造形の深さ、健康・
明朗、応対辞令・現実処理能力の各々が項立て
されて開設されていました。機会があればぜひ
ご一読ください。
　さて、今月の表紙の写真からは氷に閉じ込め
られた薔薇の声が聞こえてくるような気がして
きます。もうすぐ冬です。報告（沖縄県医師会）
の一つ目は全国高校総体自転車ロード大会医療
救護報告です。イベントの救護体制の構築には
様々な機関の協力が必要です。それをコーディ
ネートできるのは医師会の強みであり、地域貢
献の一つではないでしょうか。次に女性医師の
勤務環境整備に関する病院長等との懇談会から
です。医師の働き方は女性医師が先行して様々
な改革に取り組まれているようです。なごみ会
県民健康フェアでは医師会の企画に多くの県民
が訪れられた様子が報告されています。報告（日
本医師会） は第 32 回全国有床診療所連絡協議
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